
(57)【要約】

　本発明は、患者の心臓の虚血領域の存在を決定する方

法、及び当該方法を実行するための装置(2)に関する。

当該方法は、A. 患者の体の様々な部位に多数の感覚電

極を設置するステップ；B. 各感覚電極を介して心臓か

らの心電図(ECG)シグナルを取得するステップ；C. ステ

ップBで取得したECGシグナルに基づいて、心臓の虚血領

域の存在を決定するステップ；D. ステップBで取得した

様々なECGシグナルを分析するステップ；及びE. ステッ

プDで取得したECGシグナルに基づいて、心臓の冠動脈系

での閉塞位置を決定するステップ、を含む。この方法に

より、冠動脈の狭窄又は閉塞の位置及び虚血領域の大き

さの直接的かつ正確な評価を得ることができる。この情

報により、医療職員（救急車及び病院関係者又は一般の

職員）は、治療スキームの開始に関してより迅速かつ適

切に対応することができる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る 方 法 で あ っ て 、 以 下 ：
　 A. 患 者 の 体 の 様 々 な 部 位 に 多 数 の 感 覚 電 極 を 設 置 す る ス テ ッ プ ；
　 B. 各 感 覚 電 極 を 介 し て 心 臓 か ら の 心 電 図 (ECG)シ グ ナ ル を 取 得 す る ス テ ッ プ ；
　 C. ス テ ッ プ Bで 取 得 し た ECGシ グ ナ ル に 基 づ い て 、 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る ス
テ ッ プ
を 含 み 、 以 下 ：
　 D. ス テ ッ プ Bで 取 得 し た 様 々 な ECGシ グ ナ ル を 分 析 す る ス テ ッ プ ； 及 び
　 E. ス テ ッ プ Dで 取 得 し た ECGシ グ ナ ル に 基 づ い て 、 心 臓 の 冠 動 脈 系 で の 閉 塞 位 置 を 決 定
す る ス テ ッ プ 、
に よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 虚 血 領 域 の 大 き さ を 決 定 す る ス テ ッ プ Fに よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 G. イ ソ ポ テ ン シ ャ ル レ ベ ル 、 及 び ス テ ッ プ Bで 取 得 し た 各 ECGシ グ ナ ル の イ ソ ポ テ ン シ
ャ ル レ ベ ル か ら の STセ グ メ ン ト 偏 差 を 決 定 す る ス テ ッ プ ； 並 び に
　 H. ス テ ッ プ Gで 取 得 し た STセ グ メ ン ト の 偏 差 に 基 づ い て 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル を
構 成 す る ス テ ッ プ 、
に よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 I. STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の 方 向 か ら 、 心 臓 の 虚 血 領 域 位 置 を 導 き 出 す ス テ ッ プ ；
及 び
　 J. STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の 大 き さ か ら 、 ス テ ッ プ Iで 局 在 化 さ れ る 虚 血 領 域 の 大 き
さ を 導 き 出 す ス テ ッ プ 、
に よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 K. 心 臓 の 虚 血 画 像 上 に ス テ ッ プ Hで 構 成 さ れ る STセ グ メ ン ト 偏 差 要 素 を 投 影 す る ス テ ッ
プ ； 及 び
　 L. ス テ ッ プ Kで 得 ら れ た 画 像 を 使 用 者 に 表 示 す る ス テ ッ プ 、
に よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 、 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 心 臓 の 冠 動 脈 系 の 閉 塞 位 置 、 及 び ス テ ッ プ Eと Fで 得 ら れ た 虚 血 領 域 の 位 置 及 び 大 き さ に
基 づ い て 、 治 療 ス テ ッ プ の ス キ ー ム を 作 成 す る 、 ス テ ッ プ Mに よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る
、 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 患 者 の 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る 装 置 で あ っ て 、 以 下 ：
　 　 患 者 の 心 臓 か ら の ECGシ グ ナ ル を 測 定 す る た め の ECG電 極 群 ；
　 　 ECG電 極 に 連 結 さ れ る べ き ECGデ ー タ 処 理 手 段 で あ っ て 、 ECGシ グ ナ ル を 受 信 し 、 か つ
当 該 ECGシ グ ナ ル に 基 づ い て 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る よ う に 配 置 さ れ る 手 段 ； 並
び に
　 　 ECGデ ー タ 処 理 手 段 に よ っ て 得 ら れ る ECGデ ー タ を 使 用 者 に 表 示 す る た め の 表 示 手 段 で
あ っ て 、 当 該 装 置 は ECG分 析 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と し 、 ECGシ グ ナ ル を 分 析 し 、 か つ 心 臓
の 冠 動 脈 系 の 閉 塞 位 置 を 決 定 す る よ う に 配 置 さ れ る 手 段 、
を 含 む 、 前 記 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ECG分 析 手 段 が 、 局 在 化 さ れ た 虚 血 領 域 の 大 き さ を 決 定 す る た め に 更 に 配 置 さ れ る
、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 ECG分 析 手 段 が 、 イ ソ ポ テ ン シ ャ ル レ ベ ル 及 び 全 て の ECGシ グ ナ ル の イ ソ ポ テ ン シ ャ
ル レ ベ ル か ら の STセ グ メ ン ト 偏 差 を 決 定 す る よ う に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ７ 又 は ８ 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ECG分 析 手 段 が 、 決 定 さ れ る STセ グ メ ン ト 偏 差 に 基 づ い て 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク
ト ル を 構 成 す る よ う に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ９ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ECG分 析 手 段 が 、 STセ グ メ ン ト 編 差 ベ ク ト ル の 方 向 に 基 づ い て 、 心 臓 の 冠 動 脈 系 で
の 虚 血 領 域 の 位 置 を 導 き 出 し 、 か つ STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の 大 き さ に 基 づ い て 、 局 在
化 し た 虚 血 領 域 の 大 き さ を 導 き 出 す よ う に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 表 示 手 段 が 、 テ キ ス ト 形 式 の 情 報 を 表 示 し 、 か つ 構 成 さ れ る STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク
タ ー を 心 臓 の 略 図 上 に 投 影 す る こ と も で き る よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
７ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 得 ら れ る 虚 血 領 域 の 位 置 及 び 大 き さ 、 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 系 で の 閉 塞 位 置 に 基 づ い て 治 療
ス テ ッ プ の ス キ ー ム を 作 成 し 、 か つ 前 記 表 示 手 段 に よ り 使 用 者 に そ れ を 表 示 す る よ う に 更
に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 ７ ～ １ ３ の い ず れ か １ 項 の 特 徴 的 部 分 に 従 う 患 者 の 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定
す る 器 具 で あ っ て 、 請 求 項 ７ の 前 提 部 で 特 定 さ れ る 装 置 に 結 合 す る こ と が で き る 、 前 記 器
具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 肺 に 痛 み を 有 す る 患 者 の 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 の 決 定 方 法 で あ っ て 、 A. 患
者 の 体 の 様 々 な 部 位 に 多 数 の 感 覚 電 極 を 設 置 す る ス テ ッ プ ； B. 各 感 覚 電 極 を 介 し て 心 臓
か ら の 心 電 図 (ECG)シ グ ナ ル を 取 得 す る ス テ ッ プ ； C. ス テ ッ プ Bで 取 得 し た ECGシ グ ナ ル に
基 づ い て 、 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る ス テ ッ プ 、 を 含 む 方 法 に 関 す る 。 本 発 明 は ま
た 、 本 発 明 に 従 い 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 明 細 書 で 用 い る 用 語 「 患 者 」 は 、 ヒ ト 及 び 動 物 を 含 む と 理 解 さ れ る 。 ヒ ト 又 は 動 物 の
体 の 筋 肉 に お い て 、 電 圧 シ グ ナ ル は 、 筋 肉 の 動 き (収 縮 及 び 弛 緩 ） に 先 行 す る 。 ま た 、 体
の 中 の 血 液 を 汲 み 上 げ る 中 空 筋 で あ る 心 臓 は 、 心 拍 ご と に 電 圧 を 送 達 す る 。 こ の よ う な 電
圧 シ グ ナ ル は 、 特 徴 的 形 態 を 有 し 、 そ の 記 名 は 、 専 門 家 の 間 で は 、 心 電 図 （ ECG） と 称 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 心 臓 に 送 達 さ れ か つ 心 臓 の 上 半 部 及 び 心 室 の 筋 組 織 を 通 過 す る 心 臓 周 波 数 及 び 電 気 パ ル
ス を 含 む 、 ポ ン プ 作 用 に 対 す る 見 識 を 得 る た め に 、 心 臓 に よ っ て 送 達 さ れ る 電 圧 シ グ ナ ル
を 測 定 す る た め の 方 法 が 開 発 さ れ て い る 。 そ の た め に は 、 多 数 の 感 覚 電 極 が 体 に 設 置 さ れ
（ 心 臓 の 周 囲 の 肺 に 6つ の 前 胸 電 極 、 及 び 四 肢 上 に 4つ の 電 極 ） 、 こ の 電 極 は 、 心 臓 を 通 過
す る 電 圧 シ グ ナ ル を 測 定 す る （ 図 2を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ う し て 得 ら れ る 心 電 図 は 、 図 1に 示 す よ う に 、 全 て の 健 常 人 に つ い て 特 徴 的 形 態 を 有
す る 。 診 断 目 的 で 、 ECGシ グ ナ ル は 、 1心 拍 に 対 応 す る 時 間 間 隔 を 越 え る 多 数 の パ ル ス 又 は
波 形 に 分 け ら れ る 。 サ イ ン ノ ー ド （ sine　 node） に よ る 2つ の 心 臓 上 半 部 の 電 気 的 活 性 化
は 、 図 1の Pで 示 さ れ る 波 形 に よ っ て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 心 電 図 記 録 法 の 分 野 で は 、 当 該 活 性 化 は 、 脱 分 極 と 称 さ れ る 。 活 性 化 （ 脱 分 極 ） 後 に 、
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再 分 極 と 称 さ れ る 心 臓 筋 細 胞 の 再 充 電 が 起 こ る 。 心 室 の 再 分 極 は 、 ECGの STセ グ メ ン ト で
起 こ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 健 常 人 で は 、 図 1に 示 す 心 電 図 （ P波 、 QRS複 合 体 及 び T波 ） は 、 心 拍 ご と に そ の 後 に 、 「
イ ソ ポ テ ン シ ャ ル 」 （ 実 線 で 示 す ） に 戻 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 健 常 人 の ECGと 比 べ て 、 ECG(PQRST)の 異 常 は 、 心 臓 不 整 脈 及 び 心 筋 に 対 す る ダ メ ー ジ を
示 す こ と が あ る 。 ECGの 最 初 の 測 定 は 20世 紀 の 初 期 に 始 ま っ た の で 、 そ の 分 析 及 び 心 臓 の
動 き の 異 常 可 能 性 に 関 連 す る 診 断 に つ い て 進 歩 し て き た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 現 在 で は 、 心 筋 の 一 部 が 心 臓 の ポ ン プ 作 用 に 関 与 し て い な い か 、 又 は 例 え ば 、 心 臓 の 一
部 で の 血 液 循 環 が 一 時 的 に 又 は 長 期 間 、 遮 断 さ れ る 間 に 、 1以 上 の 冠 動 脈 の 閉 塞 に よ っ て
起 こ る 心 筋 梗 塞 の 結 果 と し て 、 よ り 弱 い 程 度 で 関 与 し て い る か を 決 定 す る こ と が で き る 。
こ れ は 、 ECGシ グ ナ ル に 由 来 す る 。 病 気 に 冒 さ れ た 心 臓 を 通 過 す る 電 気 シ グ ナ ル は 、 通 常
機 能 し て い る 心 臓 か ら の ECGシ グ ナ ル と は 異 な る か ら で あ る 。 専 門 家 の 間 で は 、 血 液 を 提
供 し な い 病 気 に 冒 さ れ た 心 筋 の 一 部 は 「 虚 血 領 域 」 と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 、 特 に そ の 位 置 及 び 大 き さ の 決 定 は 、 生 命 に 関 わ る 重 要 性 を 有 し
、 患 者 の 治 療 は 当 該 決 定 を 基 準 と す る こ と に な る 。 治 療 の た め に は 、 当 該 閉 塞 が 正 確 に か
つ で き る だ け 早 く 取 り 除 か れ る よ う に 、 冠 動 脈 の 閉 塞 の 正 確 な 位 置 を 知 る こ と が 最 も 重 要
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 導 入 部 分 で 言 及 し た 、 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る 方 法 論 又 は 方 法 の 1例 は 、 例 え
ば 、 米 国 特 許 第 6,128 526号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 当 該 特 許 文 献 に 記
載 さ れ て い る ECG分 析 の 方 法 は 、 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 の 決 定 を 目 的 と し た も の に 過 ぎ ず
、 こ れ に 限 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 米 国 特 許 第 6,424,860号 明 細 書 に は 、 多 少 の こ れ に 対 応 す る 技 術 が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 正 確 な 位 置 及 び 心 臓 の 虚 血 領 域 の サ イ ズ に 関 す る 追 加 の 情 報 を 得 る た め に 、 現 在 公 知 の
ECG分 析 法 の 手 段 に よ っ て は こ れ ま で 成 功 し て い な い 。 正 確 な 治 療 ス キ ー ム 及 び そ の 時 宜
を 得 た 実 施 が 、 心 筋 に 対 す る ダ メ ー ジ の 程 度 を 限 定 し 、 又 は 更 に こ の よ う な ダ メ ー ジ を 共
に 抑 制 す る こ と が で き る た め 、 こ の 情 報 の 入 手 可 能 性 は 、 問 題 の 特 許 に は 非 常 に 重 要 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 特 に 、 虚 血 領 域 が 大 き い 場 合 に は 、 血 液 供 給 の 迅 速 な 回 復 は 必 須 で あ り 、 回 復 は 、 閉 塞
冠 動 脈 の 開 口 を 含 む 心 臓 カ テ ー テ ル 法 に よ っ て 起 こ る 。 し か し 、 こ の 治 療 を 行 う 病 院 の 数
は 限 ら れ る 。 そ の た め 、 迅 速 か つ 正 確 な 診 断 、 及 び 次 の 治 療 ス テ ッ プ に 関 す る 正 確 な 病 識
（ 例 え ば 、 専 門 化 心 臓 セ ン タ ー へ の 搬 送 媒 体 ） は 、 最 も 重 要 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の 目 的 を 満 足 す る ECG分 析 の 新 技 術 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る 方 法 は 、 D. ス テ ッ プ Bで 取 得 し た 様
々 な ECGシ グ ナ ル を 分 析 す る ス テ ッ プ ； 及 び 、 E. ス テ ッ プ Dで 取 得 し た ECGシ グ ナ ル に 基 づ
い て 、 心 臓 の 冠 動 脈 系 で の 閉 塞 位 置 を 決 定 す る ス テ ッ プ に よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 よ り 特 に は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 虚 血 領 域 の サ イ ズ を 決 定 す る ス テ ッ プ Fに よ っ て 更
に 特 徴 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 こ の 方 法 に よ り 、 虚 血 領 域 の 位 置 と 大 き さ 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 系 で の 閉 塞 の 位 置 の 直 接 か
つ 正 確 な 評 価 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 情 報 は 、 治 療 ス キ ー ム の 開 始 に つ い て 緊 急 時 に 、
医 療 関 係 者 (救 急 車 及 び 病 院 関 係 者 又 は 一 般 の 職 員 )に 、 よ り 迅 速 か つ 適 切 に 対 応 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 虚 血 領 域 の 位 置 と 大 き さ 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 系 で の 閉 塞 の 位 置 を 決 定 す る こ と が で き る た
め に は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 G. イ ソ ポ テ ン シ ャ ル レ ベ ル 、 及 び ス テ ッ プ Bで 取 得 し た 各
ECGシ グ ナ ル の イ ソ ポ テ ン シ ャ ル レ ベ ル か ら の STセ グ メ ン ト 偏 差 を 決 定 す る ス テ ッ プ ； 並
び に H. ス テ ッ プ Gで 取 得 し た STセ グ メ ン ト の 偏 差 に 基 づ い て 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル
を 組 み 立 て る ス テ ッ プ 、 に よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル に 基 づ い て 、 心 臓 で の 虚 血 領 域 の 位 置 は 、 ス テ ッ プ Iに お け
る STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の 方 向 か ら 得 ら れ る 本 発 明 に 従 い ； そ し て 、 ス テ ッ プ Iに お
け る 局 在 化 さ れ る 虚 血 領 域 の 大 き さ は 、 ス テ ッ プ Jに お け る STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の
大 き さ か ら 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 情 報 は 、 医 療 従 事 者 に 適 切 な 治 療 ス キ ー ム を 作 成 さ せ る こ と が で き 、 そ の た め に は
、 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 K. 心 臓 の 虚 血 画 像 上 に ス テ ッ プ Hで 構 成 さ れ る STセ グ メ ン ト 偏 差
要 素 を 投 影 す る ス テ ッ プ ； 及 び L. ス テ ッ プ Kで 得 ら れ た 画 像 を 使 用 者 に 表 示 す る ス テ ッ プ
、 に よ っ て 更 に 特 徴 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 心 臓 の 冠 動 脈 系 の 閉 塞 位 置 、 及 び ス テ ッ プ Eと F
で 得 ら れ た 虚 血 領 域 の 位 置 及 び サ イ ズ に 基 づ い て 、 治 療 ス テ ッ プ の ス キ ー ム を 作 成 す る 、
ス テ ッ プ Mを 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 結 果 は 、 心 臓 の 心 電 図 の 診 断 及 び 分 析 の 改 良 技 術 を も た ら し 、 そ の 結 果 、 心 筋 梗 塞
の 治 療 法 を も た ら す 。 こ の よ う に し て 、 患 者 の 適 切 な 治 療 ス キ ー ム は 、 よ り 早 く に 開 始 す
る こ と が で き 、 患 者 の 生 存 率 が 極 端 に 増 加 す る 。  
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 従 う 患 者 の 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存 在 を 決 定 す る 装 置 は 以 下 を 含 む ： 患 者 の 心 臓 か
ら の ECGシ グ ナ ル を 測 定 す る た め の ECG電 極 群 ； ECG電 極 に 連 結 さ れ る べ き ECGデ ー タ 処 理 手
段 で あ っ て 、 ECGシ グ ナ ル を 受 信 し 、 か つ 当 該 ECGシ グ ナ ル に 基 づ い て 心 臓 の 虚 血 領 域 の 存
在 を 決 定 す る よ う に 配 置 さ れ る 手 段 ； 並 び に ECGデ ー タ 処 理 手 段 に よ っ て 得 ら れ る ECGデ ー
タ を 使 用 者 に 表 示 す る た め の 表 示 手 段 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 当 該 装 置 は 、 ECGシ グ ナ ル を 分 析 し 、 か つ 虚 血 領 域 の 位 置 及 び 心 臓 の
冠 動 脈 系 の 閉 塞 位 置 を 決 定 す る よ う に 配 置 さ れ る 、 ECG分 析 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 ECG分 析 手 段 は 、 心 臓 の 冠 動 脈 に 局 在 化 し た 虚 血 領 域 の 大 き さ を 決 定
す る よ う に 配 置 さ れ る 。 結 果 と し て 、 虚 血 領 域 の 位 置 及 び 大 き さ に 関 す る 正 確 な 情 報 、 並
び に 心 臓 の 冠 動 脈 で の 閉 塞 の 位 置 に つ い て の 正 確 な 情 報 が 直 接 的 に 得 ら れ る 。 こ の 情 報 に
基 づ い て 、 医 療 従 事 者 （ 救 急 車 の 従 事 者 ） は 、 治 療 ス キ ー ム の 開 始 に 関 し て よ り 迅 速 か つ
適 切 に 応 答 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 具 体 的 実 施 態 様 で は 、 ECG分 析 手 段 は 、 イ ソ ポ テ ン シ ャ ル レ ベ ル 、 及 び 全 て の ECGシ グ ナ
ル に 対 す る イ ソ ポ テ ン シ ャ ル レ ベ ル か ら の STセ グ メ ン ト 偏 差 を 決 定 す る よ う に 配 置 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 ECG分 析 手 段 は 、 決 定 さ れ る STセ グ メ ン ト 偏 差 に 基 づ い て 、 STセ グ メ
ン ト 偏 差 ベ ク ト ル を 構 成 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 当 該 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル は 、 虚 血
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領 域 の 存 在 、 位 置 と 大 き さ 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 で の 閉 塞 位 置 に 関 す る 重 要 な 情 報 を 含 む 。 こ
れ は 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ECG分 析 手 段 は 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の 方 向 に 基 づ い て 、
虚 血 領 域 の 位 置 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 で の 閉 塞 位 置 を 導 き 出 す よ う に 更 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 ST
セ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の 大 き さ に 基 づ い て 、 局 在 化 し た 虚 血 領 域 の 大 き さ を 導 き 出 す よ
う に 更 に 配 置 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 具 体 的 な 治 療 ス キ ー ム の 作 成 に お い て 医 療 従 事 者 を サ ポ ー ト す る た め に 、 当 該 表 示 手 段
は 、 テ キ ス ト 形 式 の 情 報 を 表 示 す る よ う に 配 置 さ れ 、 更 に 構 成 さ れ る STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ
ク ト ル を 心 臓 の 略 図 上 に 投 影 す る こ と も で き る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 特 定 の 実 施 態 様 で は 、 装 置 は 、 得 ら れ る 虚 血 領 域 の 位 置 と 大 き さ 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 で の
閉 塞 位 置 に 基 づ い て 、 治 療 ス テ ッ プ の ス キ ー ム を 作 成 し 、 か つ 当 該 表 示 手 段 を 介 し て 使 用
者 に 当 該 ス キ ー ム を 表 示 す る よ う に 配 置 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 方 法 及 び 本 発 明 に 従 う 装 置 の 実 施 態 様 は 、 図 面 を 参 考 に 本 明 細 書 で 以 下 に よ り 詳 細
に 説 明 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 2は 、 患 者 1に 使 用 さ れ る 本 発 明 に 従 う 装 置 の 実 施 態 様 を 示 す 。 本 発 明 に 従 う 装 置 2は
、 一 束 の 感 覚 電 極 3で 提 供 さ れ 、 こ の 電 極 は 、 医 療 で 公 知 の 位 置 又 は 方 向 に 従 っ て 患 者 1の
体 に 適 用 さ れ る 。 一 束 の 感 覚 電 極 3は 、 6つ の 前 胸 ECG電 極 V1～ V6か ら 成 り 、 図 2に 示 す よ う
に 、 心 臓 の 周 囲 の 胸 郭 の 前 面 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 に 従 う 装 置 2は 、 左 腕 、 右 腕 、 左 脚 及 び 右 脚 に そ れ ぞ れ 適 用 さ れ る 4つ の 四
肢 感 覚 電 極 を 利 用 す る 。 4つ の 四 肢 感 覚 電 極 の 手 段 に よ り 、 6つ の 先 端 誘 導 （ I、 II、 III、
AVF、 AVL及 び AVR） が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ECG感 覚 電 極 の 手 段 に よ り 、 ヒ ト 心 臓 の 心 電 図 は 、 図 1に 示 す よ う に 、 時 間 と 共 に 変 動 す
る 12の ECG電 圧 シ グ ナ ル の 形 態 で 多 数 の 角 度 か ら 測 定 さ れ る 。 こ の 結 果 は 12の ECGシ グ ナ ル
を 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 に 従 う 装 置 の よ り 正 確 な 操 作 及 び 方 法 を 達 成 す る た め に 、 2つ の 追 加 の ECG感 覚 電
極 V3R及 び V4Rを 使 用 し て も よ い 。 こ れ ら は 、 図 2に 示 す よ う に 、 心 臓 の 右 手 半 分 上 の 肺 上
に 設 置 さ れ る 。 2つ の 追 加 の ECG感 覚 電 極 V3R及 び V4Rの 使 用 は 、 各 々 、 14の ECGシ グ ナ ル 群
を 生 じ 、 こ れ は 、 心 臓 の 状 態 及 び ポ ン プ 作 用 に つ い て の よ り 正 確 な 情 報 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に 従 う 方 法 及 び 装 置 は 、 閉 塞 の 下 流 の 心 筋 組 織 が 虚 血 に な る 結 果 と し て 、 心 臓 、
特 に 冠 動 脈 系 で 閉 塞 が 起 こ っ た か ど う か を 決 定 す る た め に 、 12の ECGシ グ ナ ル 群 又 は 14の E
CGシ グ ナ ル 群 を 利 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 3Aは 、 ヒ ト 心 臓 の 冠 動 脈 系 を 図 解 的 に 示 す 。 冠 動 脈 系 は 、 大 動 脈 の 第 一 枝 主 幹 部 で あ
り 、 ヒ ト 心 臓 の 左 心 室 か ら 生 じ 、 心 臓 弁 に よ り 遮 断 さ れ る 。 酸 素 に 富 む 血 液 は 、 左 心 室 か
ら 大 動 脈 に 、 大 動 脈 枝 の 当 該 一 部 か ら 冠 動 脈 系 に 吸 い 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 冠 動 脈 系 は 、 2つ の 冠 動 脈 か ら で き て い る 。 大 動 脈 か ら 分 岐 す る 右 手 冠 動 脈 RCAは 、 右 手
側 （ 右 心 室 ） 及 び 酸 素 に 富 む 左 心 室 の 一 部 を 提 供 す る 。 従 っ て 、 右 手 冠 動 脈 RCAは 、 血 液
に よ り 心 臓 の 右 手 側 全 部 及 び 左 手 側 の 約 25 %を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 専 門 家 は 、 右 手 冠 動 脈 RCAを 、 上 部 の 近 位 RCA枝 及 び 低 部 の 末 梢 RCA枝 に 分 け る 。 RCAの 近
位 部 は 、 右 心 室 （ RV） を 通 過 す る 枝 に 広 が る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 冠 動 脈 系 の 他 の 冠 動 脈 は 、 左 手 冠 動 脈 主 幹 部 LMで あ り 、 こ れ は 、 酸 素 に 富 む 血 液 で 心 臓
の 左 手 側 の 残 り の 75 %を 提 供 す る 。 左 手 冠 動 脈 LMは 、 左 手 前 下 行 冠 動 脈 LAD（ 50 %） 及 び
回 旋 冠 動 脈 （ 25 %） に 分 か れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 3Aは 、 問 題 の 冠 動 脈 の 閉 塞 が 起 こ る （ 数 字 1～ 8で 示 さ れ る ） 冠 動 脈 系 内 に 8位 置 を 示
す 。 可 能 性 の あ る 閉 塞 の 8位 置 は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 及 び 装 置 に よ っ て 決 定 す る こ と が で
き 、 そ の 決 定 は 図 6、 7A～ 7B、 8A～ 8B及 び 9A～ 9Bを 参 考 に 説 明 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 3Bは 、 冠 動 脈 系 の 特 定 部 位 の 狭 窄 （ 狭 心 症 ） に 関 す る （ 文 字 A、 B、 Cで 示 さ れ る ） 3位
置 を 更 に 示 す 。 位 置 A、 B及 び Cの 狭 窄 は 、 閉 塞 に 発 展 す る こ と が あ る 。 本 発 明 及 び 本 発 明
に 従 う 方 法 は 、 後 者 の 位 置 に 基 づ い て 、 図 6、 7A～ B、 8A～ 8B及 び 9A～ 9Bを 参 考 に 更 に 詳 細
に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 4及 び 5は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 の 2つ の 実 施 態 様 を 示 す 。 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 図 4及 び
5に 示 さ れ る 流 れ 図 を 参 考 に 最 も よ く 説 明 さ れ る 。 本 発 明 に 従 う 方 法 を 実 施 す る た め の 最
初 の ス テ ッ プ 10で は 、 一 束 の ECG電 極 3（ 図 2） は 、 公 知 の 方 法 で 肺 （ 6つ の 前 胸 電 極 V1～ V6
） 及 び 四 肢 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 の ス テ ッ プ 11で は 、 各 ECG感 覚 電 極 か ら の ECGシ グ ナ ル が 測 定 さ れ 、 一 群 の 9つ の 直 接
測 定 さ れ る 心 電 図 I～ III、 V1～ V6及 び そ こ か ら 得 ら れ る 3つ の 心 電 図  AVF、 AFL及 び AVRを
生 じ 得 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 心 筋 組 織 の 虚 血 領 域 の 形 成 を 招 く 閉 塞 又 は 重 度 の 狭 窄 が 冠 動 脈 系 で 起 こ っ た か ど
う か が ス テ ッ プ 12で 決 定 さ れ る 。 ス テ ッ プ 12に 従 う 虚 血 領 域 の 存 在 の 決 定 は 、 米 国 特 許 第
6,171,256号 明 細 書 に 記 載 の 公 知 の 方 法 で 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 に 従 う 方 法 の 次 の ス テ ッ プ 13で は 、 虚 血 領 域 の 正 確 な 位 置 と 大 き さ 及 び 心 臓 の 冠
動 脈 系 の 閉 塞 位 置 が 決 定 さ れ る こ と に よ り 、 得 ら れ た ECGシ グ ナ ル 群 は 更 に 分 析 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 5で 、 本 発 明 に 従 う 方 法 の 次 の ス テ ッ プ 13が よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る 。 本 発 明 に 従 う 方
法 の 第 一 の 特 定 の ス テ ッ プ 131で は 、 各 心 電 図 の 等 電 レ ベ ル （ イ ソ ポ テ ン シ ャ ル ） か ら の S
Tセ グ メ ン ト 偏 差 は 、 12の ECGシ グ ナ ル 群 (V1～ V6、 I～ III、 AVF、 AVR、 AVL)で 決 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 心 筋 組 織 の 一 部 が 虚 血 性 に な る 結 果 と し て の 、 冠 動 脈 の 閉 塞 又 は 深 刻 な 狭 窄 の 場 合 に は
、 図 1に 示 す よ う に 、 心 電 図 の シ グ ナ ル に 異 常 が 生 じ る こ と に な る 。 緊 急 時 で は 、 当 該 障
害 は 、 特 に 、 QRS複 合 体 と T-波 と の 遷 移 を 形 成 す る い わ ゆ る STセ グ メ ン ト の 形 態 で の 変 化
形 態 と し て 現 れ る こ と に な る 。 こ れ ら の 変 化 は 、 等 電 レ ベ ル （ 「 イ ソ ポ テ ン シ ャ ル 」 ） に
関 連 し て 上 昇 又 は 下 降 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 心 電 図 の 分 析 で は 、 STセ グ メ ン ト の 変 化 の 発 生 （ 上 昇 又 は 下 降 ） は 、 冠 動 脈 系 が 、 好 ま
し く は 心 筋 組 織 の 少 な く と も 一 部 を 通 っ て 血 液 を 循 環 し て い な い こ と の 第 一 の 兆 候 で あ る
と 現 在 、 考 え ら れ 、 こ れ は 当 該 組 織 が 虚 血 に な る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ 131で 決 定 さ れ る 等 電 レ ベ ル （ イ ソ ポ テ ン シ ャ ル ） か ら の 種 々 の ECGシ グ ナ ル の
STセ グ メ ン ト レ ベ ル の 偏 差 は 、 い わ ゆ る STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル を 構 成 す る よ う に 使 用
さ れ る 。 ス テ ッ プ 132で 構 成 さ れ る 当 該 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル は 、 1つ の 方 向 及 び 1つ
の 長 さ （ 大 き さ ） を 含 む 。 ベ ク ト ル の 方 向 は 、 虚 血 性 に な る 心 筋 組 織 の 位 置 及 び 冠 動 脈 系
の 閉 塞 又 は 深 刻 な 狭 窄 （ 狭 心 症 ） の 最 も 可 能 性 の あ る 位 置 を 示 す 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 各 ECGシ グ ナ ル の 決 定 さ れ た STセ グ メ ン ト 偏 差 の 全 て の 絶 対 値 の 総 計 を 見 出 す こ と に よ
っ て 決 定 さ れ る 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル の 長 さ 又 は 大 き さ は 、 病 気 に 冒 さ れ た 虚 血 領
域 （ ス テ ッ プ 133） の 大 き さ 及 び 重 度 の 指 標 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 心 臓 の 心 電 図 は 、 電 圧 シ グ ナ ル で あ り 、 当 該 電 圧 は 、 各 々 の 心 拍 中 の 、 図 1で 示 さ れ る P
ORSTパ ル ス 形 態 を 示 す 。 電 圧 は ミ リ ボ ル ト （ mV） で 測 定 さ れ る 。 従 っ て 、 等 電 レ ベ ル か ら
の 心 電 図 で の STセ グ メ ン ト の 全 て の 偏 差 も 、 ミ リ ボ ル ト で 測 定 さ れ る 。 （ ミ リ ボ ル ト で 特
徴 付 け ら れ る ） STセ グ メ ン ト 偏 差 の 極 性 は 、 上 昇 （ 増 加 ） の 場 合 に は 正 (+)、 等 電 レ ベ ル
（ イ ソ ポ テ ン シ ャ ル ） に 関 連 し て 下 降 （ 減 少 ） の 場 合 に は (-)で あ る 。 測 定 さ れ た STセ グ
メ ン ト 偏 差 が 0ミ リ ボ ル ト で あ る 場 合 に は 、 等 電 STセ グ メ ン ト （ 0） は 、 健 常 人 の そ れ と 類
似 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ 134で は 、 こ の 情 報 は 、 通 常 、 テ キ ス ト 式 に 位 置 を 限 定 し か つ 大 き さ を 表 示 す
る 形 態 で 又 は 図 的 表 示 の 形 態 で 使 用 者 に 提 供 さ れ 、 構 成 さ れ る STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル
は 、 ヒ ト 心 臓 の 略 図 上 に 投 影 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 従 っ て 、 使 用 者 （ 例 え ば 救 急 車 の 職 員 ） は 、 患 者 の 梗 塞 形 成 が ど の 程 度 深 刻 で あ る か 、
及 び 緊 急 治 療 及 び よ り 専 門 化 さ れ た 病 院 へ の 搬 送 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ る か に つ い て 、
こ の 情 報 に 基 づ い て 直 接 的 に 決 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 決 定 プ ロ セ ス で は 、 そ の た め 、 本 発 明 に 従 う 方 法 は 、 次 の 治 療 ス キ ー ム に 関 し て ス
テ ッ プ 135で 示 唆 を 提 供 す る 。 当 該 治 療 ス キ ー ム は 例 え ば 、 血 液 希 釈 剤 の 投 与 、 及 び 心 臓
カ テ ー テ ル 法 を 実 行 し か つ 閉 塞 冠 動 脈 を 開 く た め の 専 門 化 セ ン タ ー へ の 迅 速 な 搬 送 を 含 む
。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 に 従 う 方 法 及 び 装 置 は 、 図 4及 び 5の ス テ ッ プ 13（ そ し て 、 次 に ス テ ッ プ 131～ 135
） で 、 測 定 さ れ た ECGシ グ ナ ル を 分 析 す る 診 断 及 び 分 析 モ デ ル を 採 用 す る 。 こ れ は 、 例 え
ば 図 6で 示 さ れ る 。 こ の 表 で は 、 第 一 カ ラ ム は 、 14の 関 連 ECGシ グ ナ ル 、 す な わ ち 、 6つ の
前 胸 ECGシ グ ナ ル V1～ V6、 任 意 の 前 胸 ECGシ グ ナ ル V3R及 び V4R（ グ レ イ で 示 す ） 、 3つ の 四
肢 シ グ ナ ル I、 II、 III、 並 び に そ れ か ら 得 ら れ る 四 肢 シ グ ナ ル AVR、 AVL及 び AVFを 含 む 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 更 に 、 診 断 -分 析 モ デ ル は 、 並 ぶ 多 数 の カ ラ ム を 開 示 す る 。 こ れ は 、 各 々 、 冠 動 脈 系 で
最 も 起 こ る 可 能 性 の あ る 8つ の 閉 塞 の 内 の 1つ を 示 し て い る 。 当 該 8つ の 閉 塞 の 位 置 は 、 図 3
Aに 図 示 さ れ 、 そ れ ら は 診 断 -分 析 モ デ ル で 表 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 二 及 び 第 三 カ ラ ム は 、 RCA Prox及 び RCA Distを 各 々 示 し 、 梗 塞 閉 塞 が 右 手 冠 動 脈 RCA 
Prox（ 近 位 枝 ） の 上 部 又 は 右 手 冠 動 脈 RCA Dist（ 末 梢 枝 ） の 低 部 で 起 こ っ た 状 況 で 、 12（
又 は 14） ECGシ グ ナ ル の 各 々 に 関 し て STセ グ メ ン ト 偏 差 の 特 徴 を 記 載 し て い る （ 図 3Aの 番
号 1及 び 2） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 4カ ラ ム CXは 、 回 旋 冠 動 脈 CXの 梗 塞 /閉 塞 に 対 応 す る STセ グ メ ン ト 偏 差 の 特 徴 を 含 む が
(図 3Aの 数 字 3)、 第 5、 第 6、 第 7及 び 第 8カ ラ ム LAD 1～ 4は 、 LAD障 害 （ 閉 塞 ） が 左 手 前 下 降
冠 動 脈 で 起 こ る 4種 の 位 置 の STセ グ メ ン ト 偏 差 を 記 載 す る (図 3Aの 番 号 4～ 7)。 説 明 LAD 1～
4に つ い て は 図 6を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 第 9カ ラ ム LMで は 、 左 手 冠 動 脈 主 幹 部 LM（ 図 3Aの 番 号 8） の 上 部 で の 閉 塞 と 関 連 す る STセ
グ メ ン ト 偏 差 が 記 載 さ れ て い る 。 （ 実 質 的 に 心 臓 の 左 手 側 全 体 に あ る ） 心 筋 組 織 の 75 %は
、 左 手 冠 動 脈 主 幹 部 LMの 閉 塞 の 結 果 と し て 酸 素 に 富 む 血 液 を 奪 う た め 、 こ の 後 者 の 位 置 は
、 非 常 に 重 度 の 梗 塞 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の よ う な LM閉 塞 は 直 ぐ に 除 か れ な い 場 合 に は
、 筋 組 織 の 大 部 分 が 永 久 に 虚 血 に な る 危 険 性 に あ る の で 、 患 者 の 生 命 を 脅 か す 状 況 に な る
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。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ れ に 加 え て 、 第 10（ 最 後 の ） カ ラ ム は 、 肺 に 痛 み を 有 す る 人 が 直 面 す る STセ グ メ ン ト
の 変 化 を 示 す 。 こ の 状 況 で は 、 冠 動 脈 の 1つ で は 真 の 閉 塞 は 存 在 し な い が 、 重 度 の 狭 窄 が
多 数 の 冠 動 脈 で 起 こ っ て い る 。 専 門 家 の 間 で は 、 図 3Bの A～ Cで 示 さ れ る こ の 状 況 は 、 「 不
安 定 狭 心 症 」 と 称 さ れ る （ 「 不 安 定 A.P.」 ） 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 従 っ て 、 冠 動 脈 の 閉 塞 又 は 重 度 の 狭 窄 の 位 置 は 、 虚 血 に な る 心 筋 組 織 の 大 き さ に 決 定 的
影 響 を 与 え 、 将 来 、 生 存 の 機 会 及 び 心 臓 機 能 に 重 要 な 影 響 も 及 ぼ す 。 直 接 的 か つ 適 切 な ケ
ア を 提 供 す る 枠 組 み 内 で 、 閉 塞 及 び 虚 血 領 域 の 位 置 と 大 き さ に 関 す る 時 宜 を 得 た 病 識 を 得
る こ と が 非 常 に 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 7A～ 7B、 8A～ 8B及 び 9A～ 9Bは 、 本 発 明 に 従 う 方 法 及 び 装 置 の 原 理 を 開 示 す る 3つ の 態
様 を 、 図 3及 び 6に 関 連 し て 示 す 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ６ ３ 】

　 こ の 実 施 例 は 、 図 7に 、 冠 動 脈 系 の 閉 塞 の 結 果 と し て の 梗 塞 を 有 す る 患 者 の 、 12ECGシ グ
ナ ル I～ III、 AVR、 AVF及 び V1～ V6の 一 群 を 示 す 。 本 発 明 に 従 う 方 法 の ス テ ッ プ 13（ 図 4及
び 5） に 従 う 分 析 で は 、 ECGシ グ ナ ル V2～ V6、 I、 AVR及 び AVLの STセ グ メ ン ト は 、 等 電 レ ベ
ル （ イ ソ ポ テ ン シ ャ ル ） か ら 負 の 偏 差 （ 「 -」 =下 降 ） を 示 す よ う で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ECGシ グ ナ ル II、 III及 び AVFは 、 等 電 レ ベ ル か ら STセ グ メ ン ト の 増 加 し
た 偏 差 （ 「 +」 =上 昇 ） を 示 し た 。 ECGシ グ ナ ル VIは 、 等 電 STセ グ メ ン ト （ 「 0」 =等 電 ） を
示 す 。 更 に 、 ECGシ グ ナ ル IIの 上 昇 が ECGシ グ ナ ル IIIの 上 昇 に 比 べ て 小 さ い よ う で あ っ た
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 に 従 え ば 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル は 、 図 6の 診 断 及 び 分 析 モ デ ル に 基 づ い て
構 成 さ れ る 。 そ の ベ ク ト ル は 図 7Bの 20に 示 さ れ る 。 ECGシ グ ナ ル II及 び IIIの 上 昇 の 結 果 と
し て 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル 20は 、 ECG電 極 II及 び IIIが 人 の 体 に 設 置 さ れ る 位 置 方 向
に 向 い て い る 。 更 に 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル 20は 、 ECG感 覚 電 極 Iが 存 在 す る 位 置 を 離
れ て 指 し て い る 。 こ れ は 、 ECGシ グ ナ ル Iの STセ グ メ ン ト が 等 電 レ ベ ル に 関 連 し て 下 降 を 示
す か ら で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 6に 示 さ れ る 診 断 -分 析 モ デ ル を 用 い て 、 閉 塞 が 右 手 冠 動 脈 RCAの 近 位 枝 に 局 在 化 す る
こ と を STセ グ メ ン ト 偏 差 要 素 20の 方 向 及 び 長 さ /大 き さ か ら 結 論 で き る 。 右 手 冠 動 脈 RCAの
近 位 枝 の 閉 塞 位 置 を 、 図 3Aの 1に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル 20の 長 さ 及 び 次 に 心 臓 の 病 気 に 冒 さ れ た 虚 血 領 域 の 大 き さ は
、 ECGシ グ ナ ル の 様 々 な STセ グ メ ン ト 偏 差 （ 上 昇 、 下 降 、 等 電 ） の 絶 対 的 大 き さ の 総 計 を
見 出 す こ と に よ っ て 決 定 し た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 各 STセ グ メ ン ト 偏 差 は 、 心 電 図 の 等 電 レ ベ ル （ イ ソ ポ テ ン シ ャ ル ） を 合 計 で 0 mVoltと
し て 、 ミ リ ボ ル ト で 決 定 し た 。 正 の ポ テ ン シ ャ ル 差 は 、 「 上 昇 」 を 示 す が 、 負 の ポ テ ン シ
ャ ル 差 は 、 「 下 降 」 を 示 し た 。 こ の 実 施 例 に お い て 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ス コ ア は 76 mmで
あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 に 従 う 診 断 -分 析 モ デ ル を 用 い て 、 患 者 の ECGの 分 析 後 に 、 虚 血 領 域 の 位 置 と 大 き
さ 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 系 の 閉 塞 位 置 （ 様 々 な ECGシ グ ナ ル の 決 定 ） 、 そ し て 直 接 的 行 為 を 患
者 の 治 療 に 関 し て 採 る か 否 か を 直 接 に 決 定 す る こ と が で き た 。
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【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 例 Aで は 、 様 々 な ECGシ グ ナ ル の 測 定 し た STセ グ メ ン ト 偏 差 は 、 右 手 冠 動 脈 RCA Pr
oxの 近 位 枝 で の 閉 塞 の 特 徴 で あ る 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 の 値 （ 「 +」 、 「 0」 又 は 「 -」 )に 最
も 対 応 す る （ 図 6及 び 図 3Aの 番 号 1の 関 連 カ ラ ム を 参 照 さ れ た い ） の で 、 対 象 の 患 者 が こ の
よ う な 閉 塞 を 有 す る と い う 事 実 は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 に よ っ て 直 接 的 に 診 断 す る こ と が で
き る 。 本 実 施 例 で は 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ス コ ア は 76 mmで あ っ た 。
【 ０ ０ ７ １ 】

 
　 本 発 明 に 従 う 方 法 及 び 装 置 の 操 作 に 関 す る 第 二 実 施 例 Bは 、 図 3A及 び 図 6に 関 連 し て 、 図
8A及 び 8Bに 示 す 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 8Aに は 、 12の ECGシ グ ナ ル の 中 で 、 ECGシ グ ナ ル II、 III、 AVF、 V5及 び V6が 、 等 電 レ ベ
ル と 比 べ て STセ グ メ ン ト (「 +」 )の 上 昇 を 示 し た こ と を 示 す 。 STセ グ メ ン ト (「 -」 )の 下 降
は 、 ECGシ グ ナ ル AVR、 AVL、 V2、 V3及 び V4で 測 定 し 、 ECGシ グ ナ ル I、 AVL及 び V1の STセ グ メ
ン ト は 等 電 (「 0」 )で あ っ た 。 更 に 、 ECGシ グ ナ ル IIの 上 昇 は 、 ECGシ グ ナ ル IIIの 上 昇 よ り
も 大 き か っ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 12の STセ グ メ ン ト 偏 差 の 決 定 は 、 図 8Bで 、 STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル 21を 構 成 す る 。 ベ
ク ト ル 21は 、 回 旋 冠 動 脈 CX方 向 を 向 い て い る 。 図 3Aで は 、 回 旋 冠 動 脈 CXの 閉 塞 位 置 は 、 3
で 示 す 。 更 に 、 図 8Aで 示 す 、 心 電 図 の 決 定 し た STセ グ メ ン ト 偏 差 の 局 在 化 は 、 回 旋 冠 動 脈
CXの 閉 塞 と し て 述 べ る STセ グ メ ン ト 偏 差 に 対 応 す る 。 図 6の 診 断 及 び 分 析 モ デ ル の カ ラ ム C
Xを 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 本 実 施 例 Bで は 、 ベ ク ト ル 21上 の STセ グ メ ン ト 偏 差 の 長 さ /大 き さ 、 次 い で 心 臓 の 病 気 に
冒 さ れ た 虚 血 領 域 の 大 き さ は 、 図 8Aで 示 す ECGシ グ ナ ル の 様 々 な STセ グ メ ン ト 偏 差 (上 昇 、
下 降 、 等 電 ） の 絶 対 的 大 き さ の 総 計 に よ っ て 決 定 し た 。
【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 9Aで 示 す 12の ECGシ グ ナ ル の 内 で 、 ECGシ グ ナ ル II、 III、 AVF、 V5及 び V6は 、 STセ グ メ
ン ト の 下 降 (「 -」 )を 示 す が 、 ECGシ グ ナ ル I、 AVR、 AVL、 V1、 V2、 V3及 び V4は 、 STセ グ メ
ン ト の 下 降 (「 +」 )を 示 し た 。 測 定 す る 12の ECGシ グ ナ ル の セ グ メ ン ト は い ず れ も 等 電 レ ベ
ル を 示 さ ず 又 は 有 さ な か っ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 発 明 に 従 う 装 置 及 び 方 法 を 用 い て 、 当 該 ECGシ グ ナ ル の STセ グ メ ン ト 偏 差 の 分 析 後 に
、 図 9Bに 示 す よ う に 、 左 手 前 下 降 冠 動 脈 の 上 部 （ LAD 1)に 向 い て い る ベ ク ト ル 22の STセ グ
メ ン ト 偏 差 を 構 成 し た 。 図 3Bで は 、 こ の 閉 塞 位 置 を 4で 示 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 6に 示 す 診 断 及 び 分 析 モ デ ル の 方 法 に よ っ て 決 定 し た 様 々 な ECGシ グ ナ ル の STセ グ メ ン
ト 偏 差 の 分 析 後 に 、 測 定 し た 偏 差 が 、 LAD 1閉 塞 に 関 連 す る 特 徴 的 な STセ グ メ ン ト 偏 差 に
最 も 対 応 す る 、 と 結 論 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 同 様 に 、 測 定 し た ECGシ グ ナ ル の 各 シ リ ー ズ に 関 連 す る STセ グ メ ン ト 偏 差 は 、 図 6の 診 断
及 び 分 析 モ デ ル で 特 定 し た 関 連 閉 塞 症 状 に 関 連 付 け ら れ る 。 各 種 の 閉 塞 に 関 し て 、 あ る 特
定 の ECGシ グ ナ ル は 、 特 徴 的 な STセ グ メ ン ト 偏 差 （ 上 昇 又 は 下 降 ） を 示 す が 、 他 の 測 定 し
た ECGシ グ ナ ル に 関 連 す る STセ グ メ ン ト は 、 等 電 を 維 持 し て も よ く 、 又 は 上 昇 も し く は 下
降 を 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 発 明 に 従 う 診 断 及 び 分 析 モ デ ル は 、 不 安 定 な 狭 心 症 の 場 合 に 、 冠 動 脈 狭 窄 の 程 度 を 診
断 す る た め に 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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　 図 10は 、 本 発 明 に 従 う 装 置 の 実 施 態 様 を 更 に 図 解 的 に 示 す 。 装 置 は 、 好 ま し く は 、 人 の
体 に 設 置 す る こ と が で き る 一 束 の ECG電 極 3（ 1～ 111、 AVR、 AVL、 V1～ V、 及 び 場 合 に よ り V
3R及 び V4R） を 含 む ポ ー タ ブ ル ユ ニ ッ ト 2で あ る (図 2参 照 )。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 一 束 の ECG電 極 3は 、 イ ン プ ッ ト コ ネ ク タ を 介 し て 装 置 2に 結 合 さ れ （ 図 示 せ ず ） 、 様 々
な 入 射 角 で 測 定 し た 心 臓 の 心 電 図 は 、 当 該 コ ネ ク タ を 介 し て ECGデ ー タ 処 理 ユ ニ ッ ト 11、 1
2で 読 ま れ る 。 当 該 処 理 ユ ニ ッ ト 11、 12で は 、 誘 導 ECGシ グ ナ ル AVL、 AVR及 び AVFを 発 生 さ
せ る だ け で な く 、 ECGシ グ ナ ル に 基 づ い て 、 公 知 の 方 法 で 、 虚 血 領 域 が 患 者 の 心 臓 に 存 在
す る か 否 か も 決 定 さ れ る 。 当 該 公 知 の 診 断 的 方 法 の 結 果 は 、 表 示 ユ ニ ッ ト 15、 例 え ば デ ィ
ス プ レ イ ス ク リ ー ン に 提 示 す る こ と が で き 、 そ し て 紙 に 複 写 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 装 置 2は ECG分 析 ユ ニ ッ ト 13を 含 む 。 分 析 ユ ニ ッ ト 13は 、 各 々 の 心 電 図
の 電 圧 シ グ ナ ル を サ ン プ リ ン グ し 、 等 電 レ ベ ル か ら の STセ グ メ ン ト 偏 差 を 決 定 し た 。 測 定
さ れ る 全 て の ECGシ グ ナ ル に 関 し て （ 12又 は 14） 、 当 該 STセ グ メ ン ト サ ン プ リ ン グ は 、 上
昇 の 場 合 に は 正 で あ り 、 下 降 の 場 合 に は 負 で あ る 差 電 圧 を も た ら し た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 分 析 ユ ニ ッ ト 13は 、 診 断 ユ ニ ッ ト 14を 更 に 含 む 。 12（ 又 は 14） の ECGシ グ ナ ル I～ III、 V
1～ V6、 AVF、 AVL及 び AVR (及 び 場 合 に よ り V3R及 び V4R)の STセ グ メ ン ト 偏 差 に 対 応 す る 、 1
2（ 又 は 14） の サ ン プ リ ン グ し た 差 電 圧 は 、 診 断 ユ ニ ッ ト 14に 提 示 さ れ る 。 診 断 ユ ニ ッ ト 1
4は 、 図 6の 診 断 及 び 分 析 モ デ ル に 従 っ て 機 能 す る 。 す な わ ち 、 ユ ニ ッ ト 14を 、 一 連 の サ ン
プ リ ン グ し た 差 電 圧 と 結 合 す る よ う に 配 置 し た 。 こ の 電 圧 は 、 前 に 特 定 し た 、 モ デ ル に 存
在 す す る 閉 塞 症 状 に 多 か れ 少 な か れ 対 応 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 当 該 結 合 又 は 「 マ ッ チ ン グ 」 は ソ フ ト ウ ェ ア で 制 御 し た 方 法 で 起 こ り 得 る 。 そ の 場 合 に
、 診 断 ユ ニ ッ ト 14は 、 保 存 手 段 、 記 憶 手 段 及 び 中 央 処 理 ユ ニ ッ ト を 含 み 、 制 御 シ ス テ ム は
中 央 処 置 ユ ニ ッ ト に よ っ て 実 行 す る こ と が で き る 。 保 存 手 段 は 、 そ こ に 保 存 さ れ た デ ー タ
処 理 プ ロ グ ラ ム を 有 し て も よ い 。 プ ロ グ ラ ム は 、 記 憶 に 一 旦 ロ ー ド さ れ る と 、 デ ジ タ ル 的
に サ ン プ リ ン グ し た 差 電 圧 を 読 む よ う に 配 置 さ れ 、 そ し て 、 得 ら れ た 一 連 の 測 定 値 を 解 析
し 、 次 い で 、 一 連 の 分 析 し た 測 定 値 を 前 に 特 定 し 、 保 存 し た 閉 塞 症 状 に 結 び 付 け る た め に
、 図 6で 記 載 し た ア ル ゴ リ ズ ム を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 診 断 ユ ニ ッ ト は 、 そ れ 自 体 公 知 で 論 理 演 算 と し て 機 能 す る 電 気 的 成
分 か ら 成 っ て い て も よ い 。 こ の よ う に し て 、 図 6の 診 断 及 び 分 析 モ デ ル は 、 論 理 演 算 の 手
段 に よ り 論 理 回 路 と し て 配 置 す る こ と が で き る 。 測 定 し た STセ グ メ ン ト 偏 差 の 論 理 回 路 へ
の 提 示 は 、 一 連 の サ ン プ リ ン グ し た STセ グ メ ン ト 偏 差 を 、 前 に 特 定 し た 閉 塞 症 状 に 結 び 付
け る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 当 該 結 合 は 、 表 示 ユ ニ ッ ト 15を 介 し て 表 示 さ れ る 。 当 該 表 示 は 、 テ キ ス ト 形 式 で も 又 は
視 覚 的 で も よ い 。 前 者 で は 、 冠 動 脈 の 閉 塞 位 置 及 び STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル が 表 示 さ れ
る 。 後 者 の 状 況 で は 、 構 成 さ れ た STセ グ メ ン ト 偏 差 ベ ク ト ル が 心 臓 の 略 図 に 投 影 さ れ る 。
こ の 場 合 に 、 表 示 さ れ る 画 像 は 、 虚 血 領 域 （ 閉 塞 ） の 位 置 と 大 き さ 及 び 心 臓 の 冠 動 脈 系 の
閉 塞 位 置 、 並 び に 虚 血 領 域 の 大 き さ に 関 連 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 診 断 ユ ニ ッ ト 14か ら 分 析 ユ ニ ッ ト 13へ の STセ グ メ ン ト 偏 差 診 断 の フ ィ ー ッ ド バ ッ ク 後 に
、 治 療 ス キ ー ム の 示 唆 が 更 に な さ れ 、 そ し て 表 示 ユ ニ ッ ト 15を 介 し て 使 用 者 （ 救 急 車 又 は
病 院 関 係 者 及 び 一 般 の 職 員 ） に 提 示 さ れ て も よ い 。 そ の た め に は 、 関 連 す る デ ー タ ベ ー ス
が 分 析 ユ ニ ッ ト 13に 保 存 さ れ て も よ く 、 そ こ か ら 、 様 々 な 治 療 ス テ ッ プ を 、 診 断 さ れ た 閉
塞 に 基 づ い て 提 案 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 冠 動 脈 の 開 口 、 血 栓 溶 解 剤 の 投 与 又 は 監 視
の た め の 病 院 へ の 移 送 に つ い て の 専 門 化 病 院 を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
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　 図 11で 図 解 的 に 示 さ れ る 別 の 実 施 態 様 で は 、 本 発 明 に 従 う 装 置 は 、 図 10の 実 施 態 様 か ら
明 ら か な よ う に 、 ECG分 析 ユ ニ ッ ト 13及 び 診 断 ユ ニ ッ ト 14か ら 成 る に 過 ぎ な い 。 こ の 単 純
化 さ れ た ユ ニ ッ ト は 、 独 立 の 電 源 （ 電 池 ） を 備 え て い て も 又 は 備 え て な く て も よ く 、 ヒ ト
又 は 動 物 に つ い て 心 電 図 が 行 わ れ る 方 法 に よ り 既 に 存 在 す る 装 置 の 拡 張 と し て 機 能 す れ ば
よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 当 該 ユ ニ ッ ト は 、 公 知 の ケ ー ブ ル 結 合 に よ り 簡 単 な 方 法 で 現 存 の 装 置 に 結 合 す る こ と が
で き る 。 同 様 に 、 ユ ニ ッ ト 13～ 14に は コ ネ ク タ 5が 備 え ら れ 、 統 合 ECG測 定 及 び 分 析 装 置 が
入 手 で き る た め 、 公 知 の 装 置 2の 対 応 す る コ ネ ク タ 6へ の ユ ニ ッ ト を ク リ ッ ク す る こ と が 可
能 に な る 。 こ れ は 、 使 用 容 易 性 を 向 上 さ せ 、 よ り 簡 単 に 管 理 可 能 で コ ン パ ク ト か つ 持 ち 運
び の で き る 併 合 装 置 を つ く る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 処 理 ユ ニ ッ ト 11、 12又 は 14に よ っ て 読 ま れ る ECGシ グ ナ ル V1～ V6、 I～ III、 AVF、 AVL及
び AVR (及 び 、 必 要 に よ り V3R及 び V4R)は 、 コ ネ ク タ 5～ 6に よ っ て 分 離 ユ ニ ッ ト 4に 送 ら れ
る 。 当 該 分 離 ユ ニ ッ ト 4で は 、 ECG分 析 及 び 診 断 ス テ ッ プ は 、 図 6に 記 載 の ア ル ゴ リ ズ ム に
従 っ て 実 行 さ れ 、 そ の 結 果 は 処 理 ユ ニ ッ ト 11、 12及 び 表 示 ユ ニ ッ ト 15に 反 映 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 発 明 に 従 う 装 置 の こ の 簡 略 化 し た 実 施 態 様 は 、 現 存 の ECG測 定 器 具 を 、 本 発 明 に 従 う
方 法 及 び ア ル ゴ リ ズ ム に 従 っ て 操 作 す る 装 置 に 、 低 コ ス ト で 性 能 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
【 図 １ 】 図 1は 、 1脈 拍 に お け る 健 常 人 の 心 電 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 2は 、 本 発 明 に 従 う 装 置 の 実 施 態 様 を 示 す 。
【 図 ３ Ａ 】 図 3Aは 、 ヒ ト 心 臓 の 周 囲 の 冠 動 脈 系 の 概 略 図 で あ り 、 発 生 す る 閉 塞 場 所 が 図 解
的 に 示 さ れ て い る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 3Bは 、 ヒ ト 心 臓 の 周 囲 の 冠 動 脈 系 の 概 略 図 で あ り 、 可 能 性 の あ る 狭 窄 位 置 が
図 解 的 に 示 さ れ て い る 。
【 図 ４ 】 図 4は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 の 実 施 態 様 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 5は 、 本 発 明 に 従 う 方 法 の 第 二 の 実 施 態 様 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 6は 、 本 発 明 に 従 う 診 断 及 び 分 析 モ デ ル を 示 す 。
【 図 ７ Ａ 】 図 7Aは 、 本 発 明 に 従 う ECG診 断 及 び 分 析 の 第 一 の 実 施 例 Aを 示 す 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 7Bは 、 本 発 明 に 従 う ECG診 断 及 び 分 析 の 第 一 の 実 施 例 Aを 示 す 。
【 図 ８ Ａ 】 図 8Aは 、 本 発 明 に 従 う ECG診 断 及 び 分 析 の 第 一 の 実 施 例 Bを 示 す 。
【 図 ８ Ｂ 】 図 8Bは 、 本 発 明 に 従 う ECG診 断 及 び 分 析 の 第 一 の 実 施 例 Bを 示 す 。
【 図 ９ Ａ 】 図 9Aは 、 本 発 明 に 従 う ECG診 断 及 び 分 析 の 第 三 の 実 施 例 Cを 示 す 。
【 図 ９ Ｂ 】 図 9Bは 、 本 発 明 に 従 う ECG診 断 及 び 分 析 の 第 三 の 実 施 例 Cを 示 す 。
【 図 １ ０ 】 図 10は 、 本 発 明 に 従 う 装 置 の 第 二 及 び 第 三 実 施 態 様 の 詳 細 な 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 11は 、 本 発 明 に 従 う 装 置 の 第 二 及 び 第 三 実 施 態 様 の 詳 細 な 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】
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【 図 ８ Ａ 】 【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ９ Ａ 】 【 図 ９ Ｂ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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